
JBCC株式会社様は、2012年4月に、「JBエンタープライズソリューション（株）」、
「日本ビジネスコンピューター（株）」および「JBサービス（株）」の一部事業を統合。
この合併により、対象社員数が約200名から約1,000名へと一気に拡大。企業合併
に伴うプライバシーマーク適合対応が急務となりました。そこで、リコージャパンの
「プライバシーマーク認定取得支援サービス」を活用し、短期間で効率的にプライバ
シーマーク適合体制を構築。現在もITソリューションプロバイダーのリーディングカ
ンパーニーとして継続的にセキュリティ強化を推進しています。

JBCC株式会社様

個人情報管理事務局　宮崎淑子 様
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システム設計、ソフトウェア開発はじめ、多彩な情報
ソリューションを展開。
http://www.jbcc.co.jp
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経 営 基 盤 強 化

企業合併に伴う
プライバシーマーク
取得支援のご提案

個人情報への意識と知識が高まり、
ビジネスの幅もさらに広がりました。

ハイブリッドな環境構築を支援する検証センター「CLIC」。
デモンストレーションなどを実際に体験することが可能。

企業合併に伴う事業分野の拡大と社員数の増大に対し、

セキュリティ対策の見直しや管理体制の
構築を短期間かつ少人数で行わなければ
ならなかった。

1

契約手続の際にプライバシーマーク取得を
必要とされるケースが増えてきた。

2

1 コンサルティング開始から半年で合併審査に合格。
全社員に対してセキュリティ教育を継続的に実施
する仕組みを構築し、個人情報に対する理解と
意識が高まった。

2 プライバシーマーク対象分野の拡大により顧客の
信用力も上がり、ビジネスの幅も拡大するとともに、
契約手続き業務もスピードアップした。
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情報サービス業界 事例

企業合併により、対象社員数が約200名から約1,000名に拡大。
プライバシーマーク合併審査は大規模なものとなった。

セキュリティ強化の仕組みができたことで、海外拠点の社員も含めて
全社員に対して、効率的にかつ継続的に行えるようになった。
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お 客 様

インタビュー
Customer Interview

厳しい制約のあった中

有力なソリューションプロバイダーの一角と
して、これまでも官公庁入札案件や大手企業
への納入に数々の実績を上げてきたＪＢＣＣ
株式会社様。ＩＳＭＳ認証の取得やプライバ
シーマークの取得についても一早く取り組ん
でこられたものの、2012年4月の大規模な合
併に向けて、厳しい時間的制約の中、合併審査
適合が急務となりました。しかし、準備開始は
2011年11月から、しかも準備を少人数の事務
局で行わなければならなかったため、具体的
なセキュリティ対策の見直しや管理体制に苦
慮されていました。
「個人情報の洗い出しや管理体制づくりは先行
していたものの、具体的なセキュリティ対策につ
いては事務局のタスクメンバーでしっかり進め
たいという想いから、世間一般の常識としてどこ
までセキュリティレベルを高めれば良いかという
基準についても懸念材料でした」（宮崎様）。
例えば、合併後はJBグループ内の別会社とオ
フィスを一部共有することになるため、いかにセ
キュリティを確保するかということも課題でした。
「オフィス内に間仕切りを設けるという案も浮
上したのですが、グループ間のコミュニケー
ションが失われてしまうため社内でも意見が分
かれており、なかなか具体策を見出せない状
態でした」（宮崎様）。

具体的なセキュリティ対策を模索する中、かつ
て受講したリコージャパンの研修が宮崎様の
脳裏をよぎりました。
「その時の講師の方が、規定やルールだけでな
く実務運用を見据えた研修をしてくださり、事
務局を担当している者にとってとても役に立つ
内容でした。そこで、リコージャパンに第3者の
視点からセキュリティについて助言をいただけ
ればと思いました」（宮崎様）。
宮崎様はコンサルタントの、ある言葉に大きな
安心感を抱かれたと振り返ります。
「コンサルタントの辻井さんから『壁などで仕
切らなくても、社内リスクに対するルールを決
めれば合併審査は決して難しいことではあり
ません』と励まされ、それまで抱えていた不安

が一気に晴れたんです。リコージャパンはプラ
イバシーマーク以外、ISMSの認証取得にも取り
組んでいることから、豊富なノウハウにもとづく
アドバイスが参考になるのではと考え、コンサ
ルティングを依頼しました」（宮崎様）。

プライバシーマーク合併審査に向けて、宮崎
様はひとつひとつの課題をうやむやにせず、確
実に解決していくことにこだわりました。その中
で、コンサルタントからプロセスのフェーズごと
に示された判断基準や指標が役に立ったと
おっしゃいます。
「実行性の上がる対策を明確に提示していた
だき、それらを確実にクリアしていくことで、合
併審査に向けた準備が加速度的にスピード
アップしました。また、私からの疑問や質問に
対するレスポンスも非常にスピーディでした。
このように、リコージャパンと私たちが一体と
なって取り組めたことが成功の大きな要因だ
と思います」（宮崎様）。
結果、本来であれば1年はかかる大規模な合
併に伴うプライバシーマーク合併審査への準
備は約半年で完了。2012年12月にはこの規
模の合併審査では異例ともいえる優秀な成
績で無事合格をいたしました。

そして、この取得は本業であるビジネスにも多
くのメリットをもたらしました。
「お客様との商談契約手続き業務のスピード

アップや、一方、海外も含め各拠点にいる全
社員に対して、効率的にセキュリティ教育を継続
的に実施できる仕組みの構築ができました。
具体的には、理解度テストでは、弊社の販売して
いるeラーニングソリューション「ｍａｎ.ドリル」
を活用し、１００点満点がでるまでテストを繰り
返し行い理解の徹底を行います。そして、 ３ヶ月
に１度のスパンで部門間の相互監査を実施す
ることで、個人情報保護に対する社員の意識も
変わってきました。
このようにより多くの社員がセキュリティ強化
のＰＤＣＡをまわすようになったことで、波及
効果もありました。日々のビジネスの中でも
『効果をチェック』し、『改善』につなげると
いった流れが自主的に発生し、業務改善につ
ながり良い影響もでてきています」（宮崎様）。

ＪＢＣＣ株式会社様では、より一層のセキュリ
ティ強化を推進されています。今後は「法律や
外部環境の変化、社内環境等の情報を効果的
にＰＤＣＡサイクルに反映させ、継続的にセ
キュリティレベルの強化に努めていきたいです
ね」（宮崎様）。
最後に「リコージャパンとは今回の件で深い
信頼関係を築けたことから、引き続き年間顧
問契約を結ばせていただきました。辻井さん
には現在もいろいろと相談に乗っていただき
とても心強く感じます。今後ともよろしくお願
いします！」。

東京都中央区銀座8-13-1リコービル〒104-8180

このカタログの記載内容は、2014年1月現在のものです。
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■ 選定のポイント

コンサルタントの言葉と認証取得への
豊富な実績が決め手に。

■ 導入の背景

プライバシーマーク合併審査を
目指すも、具体策の遅れが課題に。

■ 導入の効果

良好なチームワークにより
異例の早さと好成績で合格。

■ 今後の取り組み

今後も実効性のある
セキュリティを追求していきたい。

（写真左）リコージャパン・コンサルタント／辻井葉子

《サービス概要》
■基本サービス
●プロジェクト管理支援
●プライバシーマーク取得推進者向け PMS構築研修
●個人情報資産台帳、PMS関係規程等書式提供
●審査対応支援
●ヘルプデスク

■ファシリテーションサービス
●定期ミーティングを開催、STEPごとの作業状況の　
　レビューを実施次のSTEPを説明
■オンサイトサービス
●個人情報の調査・特定によるギャップ分析実施
●内部監査実施支援

■教育サービス※オプション
●一般社員向け PMS教育
●経営者・管理者向 PMS教育
●内部監査員養成教育

プライバシーマーク認定取得支援サービス導
入
シ
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ビ
ス リコージャパンは研修及び、コンサルティング、ソリューションをトータルに豊富なサービスメニューをご提供しています。

※プライバシーマーク・ＩＳＭＳ審査員養成の認定研修機関となっています。（他、ＢＣＰ関連、マネジメント関連、情報セキュリティ関連等の研修を実施しています。）

※プライバシーマークは、一般財団法人日本情報経済社会推進協会の登録商標です。
※man．ドリルはJBCCホールディングス株式会社の商標または登録商標です。
※その他の会社名および製品名は各社の商標または登録商標です。

合格

不合格

個人情報保護セキュリティ教育

100点満点を取るまでテストを繰り返す
e-ラーニングソリューション「man.ドリル」勉 強 会

相 互 監 査


